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会  議  概  要 

会議の名称 平成２７年度第３回久喜市社会教育委員会議 

開催年月日 平成２８年３月１７日（木） 
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議長氏名 倉持良幸（久喜市社会教育委員長）  

出席委員（者）氏名 

青木一弥、新井英之、金子雄司、川島孝、木村孝夫、 

久保たち子、倉持良幸、後藤悦子、斉藤駿、塩崎 勲 、 

杉田栄子、鈴木多美子、武井宣明、田邉喜代子、冨田伯枝、 

長島一枝、野口和子、古谷郁男、丸山洋一 

欠席委員（者）氏名 木村善二 

事務局職員職氏名 

宮内参事兼生涯学習課長、布施生涯学習課長補佐、大野課長

補佐兼人権教育係長、飯塚文化振興係長、樫浦スポーツ振興係

長、堤生涯学習係長、岩井主査、川面中央公民館副館長、原

嶋青葉公民館長、山木南公民館長、小林東公民館長、森田森

下公民館長、蓮見栗橋公民館長、清水鷲宮公民館長、太田中

央図書館長、島田郷土資料館長 

会議次第 

（１） 平成 28年度生涯学習関係事業計画（案）について 

（２） 活力あるまちづくりと次世代のリーダーづくりに向け

て 

（３） 平成 28年度社会教育関係団体補助金交付予定額につい

て 

配布資料 

・平成 28年度生涯学習関係事業計画 

・活力あるまちづくりと次世代のリーダーづくりに向けて 

 ・平成 28 年度社会教育関係団体補助金交付予定額 

会議の公開又は非公開 公 開 

傍聴人数 ３ 人 

 

 



様式第２号（第５条関係） 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末  概 要 

司会 

布施生涯学習課長補

佐 

＜ 開  会 ＞ 

皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、ただ今から、平成 27

年度第３回久喜市社会教育委員会議を開催させていただきます。本日は

ご多用の中、ご出席をいただきまして大変ありがとうございます。本日

の司会を務めさせていただきます、生涯学習課の布施と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。本日の欠席者でございますが、木村善二

委員は所要のため、欠席する旨の連絡をいただいております。 

まずはじめに、倉持委員長からご挨拶をいただきたいと思います。 

倉持委員長 ＜ あいさつ ＞ 

司会 

布施生涯学習課長補

佐 

続きまして、関根教育部長から挨拶を申し上げます。 

関根教育部長 ＜ あいさつ ＞ 

司会 

布施生涯学習課長補

佐 

関根部長につきましては、このあと、他の公務があるため、ここで退

席させていただきますので、よろしくお願いします。 

本日の資料は事前に郵送させていただきました「平成２８年度生涯学

習関係事業計画」と本日お渡ししました「追加資料１の平成２８年度生

涯学習課スポーツ振興係における事業計画」のＡ３が１枚、それと「本

会議の次第」と一緒に閉じこんでおります「議題（２）活力あるまちづ

くりと次世代のリーダーづくりに向けて」がＡ４両面刷り１枚、つづい

て、「資料５の平成 28年度社会教育団体補助金交付予定額資料」が１

枚、つづいて「平成 28年度久喜市公民館事業カレンダー」Ａ３が１枚

でございます。資料はお手元にございますでしょうか。 

それでは、議事の進行につきましては、社会教育委員に関する規則第

３条第３項の規定により、倉持委員長にお願いいたします。 

倉持委員長 それでは、議題に入りたいと思います。 

 初めに、平成 28 年度生涯学習関係事業計画についてでございます。

資料を事前に配布しておりますので、それぞれの担当課におきまして 

は、主要事業等を簡潔に説明をお願いしたいと思います。 

まず、生涯学習課からお願いします。 

堤生涯学習係長 

 
＜平成 28年度の生涯学習課生涯学習係事業計画について説明（平成 28
年度生涯学習関係事業計画のＰ１～Ｐ３）＞ 

大野課長補佐兼人権

教育係長 
＜平成 28年度の生涯学習課人権教育係事業計画について説明（平成 28
年度生涯学習関係事業計画のＰ４～Ｐ５）＞ 

飯塚文化振興係長 ＜平成 28年度の生涯学習課文化振興係事業計画について説明（平成 28
年度生涯学習関係事業計画のＰ６～Ｐ8）＞ 

樫浦スポーツ振興係

長 

＜平成 28年度の生涯学習課スポーツ振興係事業計画について説明（平

成 28年度生涯学習関係事業計画追加資料１のＰ１～Ｐ２）＞ 

 



倉持委員長 生涯学習課関係の事業説明をいただきました。 

委員の皆様の方からご質問、確認等がございますでしょうか。 

金子委員 生涯学習係に２点あるんですが。まず 1点目は、情報提供ということ

で、１ページの 1番、まなびすとフォーラムですが、テーマが決まりま

して、「まなび・ささえあう地域と学校」。このテーマで来年度は進め

てまいります。また、平成 27年度から各地区コミュニティ協議会の方

にご案内等差し上げまして、鷲宮の大会は、特に鷲宮地区の方、各地区

のコミ協と合わせて 20名近く参加がございました。来年度からもそち

らの方にご案内させていただきたいと思います。 

もう１点は、３ページの 10 番、11番の関係なんですが、市民大学が

開設されてもう 20年を越えて、高齢者大学も開設されて 40年近くなり

ますが、様子等を見ておりますと 65 歳定年とか、それから応募者の数 

等見ていますと、少し講座の組み方等もこれから考える必要が出てきて

いるじゃないかと感じている次第です。 

市民大学・高齢者大学運営委員会でまた、お話ししたいと思います

が、その辺、情報ということで。 

倉持委員長 他にご意見ございますでしょうか。 

木村孝夫委員 ２ページの子ども大学くきの説明を受けましたけれども、東京理科大

学が４月１日から無くなるということで、そうすると教職員もいなくな

り、市の広報紙等によると６割が売却で、残り４割が市へ無償で譲渡さ

れることが書かれておりました。今後、子ども大学くきが、大学の建物

の中で行われるのか。やはり子どもたちは、キャンパスというものに魅

力を感じて、そこで講義等を受けることが良いのではないかと思うんで

す。今後、キャンパスでやらないと魅力を感じないんじゃないかと思う

んですが、応募者や保護者等への回答としていかがですか。 

倉持委員長 まずは子ども大学くきの関係ですけど、事務局からお願いします。 

宮内生涯学習課長 理科大の撤退後のことを若干、私の方から説明させていただきます。

市の方では、理科大から譲渡を受けた後で、どうしていくかということ

で、内部で検討委員会等を立ち上げて、どういう活用をするのかを少し

ずつ詰めているところであります。子ども大学くきを実施するにあたっ

て、今、委員さんがおっしゃったとおり、大学のキャンパスで開催して

の魅力が確かにあったと思うんです。理科大が東京に戻ってしまってど

うするかということなんですけど、先程も跡地利用については、まだ、

これから中身が決まってくる状況ですので、市としては引き受けた以上

は少しでも早く活用を始めたいと考えております。早ければ、来年度の 

後半、10月秋ぐらいをめどに使えるところは使っていくというような方

向で検討も進めていくということを聞いております。場合によっては、

子ども大学くきの開催が10月から11月ごろということなので、今のキャ

ンパスを施設自体は使えるのかなという今の希望を持っております。但

し、そこに理科大から先生が来ていただけるのか、４月以降に新体制が

整ってから調整をさせていただきます。また理科大の方は、東京のキャ

ンパスや野田キャンパス等もありますので、他の自治体では、そちらの

キャンパスに来ていただいて、子ども大学的な体験ですとか、そういう

ものをやっていることも聞いておりますので、場合によってはこちらの

子どもたち、保護者も含めて向こうに伺って、何らかの体験をするとい

うメニューも考えられるのかなと思っております。いずれにしまして

も、理科大の担当も事務部から広報部に替わり、新体制で意見交換等を



行っていき、この秋に向けて実施日等を詰めていきたいと考えていると

ころです。１日ぐらいは実際の理科大のキャンパスへおじゃまさせてい

ただいて、本場の理科に関する実験とか、そういうメニューをいっぱい

持っているということですので、それを子どもたちに触れていただけれ

ばと思っているところでございます。 

倉持委員長 そういうことでよろしいでしょうか。 

塩崎委員 ２ページの７番、家庭教育学級ですね。教育は、学校であり地域であ

り家庭でありということで、その家庭に関しては、昨今やっぱり５割の

家庭が共働きの世帯という時代になってきているので、家庭教育学級の

参加人数がなかなか少なかったようですけど、資料をみますと小学校が 

11校ということで徐々に増えてきているようなんですが、ただ参加人数

がいかがなものか。それと中身にのことで、それなりにお母さん方なり

出席している方等々がこの趣旨を十分認識して、学校教育なり社会教育

が目指しているもの、そういった方向付けが出来ているのかどうなのか

その辺いかがでしょうか。補助金もつけているんだよね。 

堤生涯学習係長 塩崎委員のご質問に対しましてですが、平成27年度が23団体、人数に

して延べ1,200人を越える参加予定者数ということでいただきまして、

その申請が年度当初ございました。26年度につきましては、参加団体20

団体で1,100人程度でしたので、100人程度は増えている状況でございま

す。中身についてですが、実施要項には平成26年度の時は３事業以上の 

実施ということで示しておりましたが、今年度は２事業以上という形で

より補助金を活用した事業に取り組みやすい状況を設定しました。です

がＰＴＡの会長さんも１年交代というところも多く、また事務の負担も

大きいということはお聞きしており、保護者同士が集まって一つの講座

や教室を実施する中で、子どもの悩みや情報交換ができるという場であ

れば、当事業として組み込んでいただいて良いとしておりますので、保

護者同士の交流が図られるものであれば、家庭教育学級の事業というこ

とで認めている現状がございます。ただ、補助金のこともなんですが、

今年度23団体の実施ということで申請をいただいておりまして、来年

度、年度が切り替わって引き続き家庭教育学級を続けて実施していただ

けるかは、その団体の状況で、見送る団体もございます。久喜市総合振

興計画では29年度に目標値を設定しております。なるべく多くのＰＴＡ

等の団体から家庭教育学級の補助金の活用とは言わず、補助金を活用し

なくても家庭教育学級に学校や幼稚園、保育園で取り組んでいただけれ

ば、という形で周知等も引き続き行ってまいります。もちろん、内容の

充実もですが、幅広くやっていただくということで、照会をかけていき

たいと思います。以上でございます。 

塩崎委員 これは、開催するのはウィークデイですか。それとも、土曜日、日曜

日ですか。 

堤生涯学習係長  こちらは、団体単位で実施しておりますので、例えば土日で集まりや

すい企画であれば、土日での開催ですし、お母様方が集まりやすい企画

であれば、ウィークデイで行うことが考えられます。 

塩崎委員 リピーターばかりでは意味がないんで、なるべく来られない方を招集

できる事業の実施でないと家庭教育の意味がないので是非これを進めて

ください。ありがとうございました。 

倉持委員長 では、古谷委員さんお願いします。 



古谷委員 スポーツ振興係の方で質問があります。久喜マラソン大会の件なんで

すけれども、当日のボランティアの人数で、体育協会とか直下のところ

にも十分お願いはしているかと思うんですが、広報の方は、その公募で

人数が十分だからもういいですよと、言われたからなんですが、何人申

し込みがあって、何のボランティアをやっていただくのかをお聞きした

いんですけれど。 

樫浦スポーツ振興係

長 

公募の人数につきましては、30名の公募をいたしました。実際に応募

がありましたのは三十数名で、その時には、電話で応募の状況をお伝え

しまして、キャンセルが出た際にはボランティアをお願いする旨をお伝

えしています。そういった意味でのお断りはしておりません。 

古谷委員  わかりました。ちょっと１点だけ、意見を言わせてください。主催す

る方として、人数がはっきり決まっているような団体にお願いしてしま

う方がいいんでしょうが、公募で、せっかくやる気でやってくれた方が

断られたということで、来年度は応募しないとかというのもありますの

で、その公募の枠をもう少し取っていただいた方がいいんじゃないかと

いう要望です。以上です。 

川面中央公民館副館

長  

＜平成 28年度の中央公民館事業計画について説明（平成 28年度生涯学

習関係事業計画のＰ９～Ｐ10）＞ 

原嶋青葉公民館長 ＜平成 28年度の青葉公民館事業計画について説明（平成 28年度生涯学

習関係事業計画のＰ10～Ｐ12）＞ 

山木南公民館長 ＜平成 28年度の南公民館事業計画について説明（平成 28 年度生涯学習

関係事業計画のＰ12～Ｐ14）＞ 

川面中央公民館副館

長 

＜平成 28年度の西公民館事業計画について説明（平成 28 年度生涯学習

関係事業計画のＰ14～Ｐ15）＞ 

小林東公民館長 ＜平成 28年度の東公民館事業計画について説明（平成 28 年度生涯学習

関係事業計画のＰ15～Ｐ16）＞ 

森田森下公民館長 ＜平成 28年度の森下公民館事業計画について説明（平成 28年度生涯学
習関係事業計画のＰ17～Ｐ18）＞ 

蓮見栗橋公民館長 ＜平成 28年度の栗橋公民館事業計画について説明（平成 28年度生涯学

習関係事業計画のＰ19～Ｐ20）＞ 

清水鷲宮公民館長 ＜平成 28年度の鷲宮公民館事業計画について説明（平成 28年度生涯学

習関係事業計画のＰ20～Ｐ22）＞ 

川面中央公民館副館

長 

＜平成 28年度の生涯学習課生涯学習係事業計画の久喜市公民館連絡協

議会事業計画について説明（平成 28 年度生涯学習関係事業計画のＰ

22）＞ 

倉持委員長 報告ありがとうございました。何かご意見、確認等ございましたらお

願いいたします。 

木村委員 10 ページなんですけども、中央公民館は、広報紙を発行しているとい

うことで、その地域に発行しているということ、その他のところ、西公

民館で１回広報を出しているようなことがあったんですけど、その他の

公民館では単独で出していないということで、市内を見ますといろんな

団体が広報紙を年 1回くらい出しているんです。その地域で広報紙を出

すという考えはないのかということは、もしかして予算的になければ、

連合でもですね、広報紙を出して、よく募集だけはされていますけども

結果はほとんど出ないですから、魅力あるように広報紙に写真を多く載

せるようにして、年に２回ほど発行した方がいいのではないかと思いま

す。それでやると、この中央公民館は、市内だけとは言いますけども募



集はですね、見ますと全部市内在住在勤というのが多いんですね。そう

すると、中央公民館以外に行っている人は、それはわからないわけです

から、是非私も鷲宮公民館で委員の時に広報紙を作って年２回ぐらい出

して結果とか、今後の問題とかいうのを全戸に配布した経緯があるの

で、是非公民館の活性化、活発化になるのではないかと私は思うんです

けどいかがでしょうか。 

川面中央公民館副館

長 

お答えさせていただきます。書き方がですね、中央公民館だけ 10 番

に中央公民館だよりの発行とありますが、各公民館は事業のお知らせと

いうことで公民館だよりを発行しております。各公民館によって違いま

すが、毎月発行のところもあれば、何か月に１回というところもありま

して、各公民館には全部配布していて、来た方には見られるようにチラ

シを配架しております。なぜ中央公民館だけ載せたかといいますと、こ

こに書いてあるように事業のお知らせの他に論語に関する内容とか、あ

るいは環境保全の大切さを伝えるといった形で、中央公民館においては

配布させていただいております。ですから事業のお知らせということで

全公民館において発行しております。以上です。 

倉持委員長 それでは、もう一人、では塩崎委員。 

塩崎委員  公民館はやっぱり生涯学習の拠点であるゆえにそうなるんですが、こ

れまで何年間かずっと見てきておりますが、体験型で確かにこれは黙っ

ていてもみんなが一生懸命やってくれるんだろうと思います。ただいつ

もここで出て来るように、やっぱり中央公民館の問題として若年層が少

ないとか、高齢化に備えて老人等々の問題も沢山でてきておりますけ

ど、いわゆるコンサルタント的なこういうものも公民館が手掛けていく

時代なんだろうと。昨年は防災をやって大変良かったと思うんですけ

ど、これからまた地域の医療とか、あるいは福祉医療、消費者問題と

か、更には環境問題とかこういったものも、ぼつぼつ手掛けていかなく

ては、これからの公民館の存在の意義というのが偏ってしまうのではな

いか。今の体験に参加してる人は黙っていてもやってくれているわけで

すからね。それ以上にやっぱり人を呼ばなくてはならないだろうし、稼

働率においても年々きっと減ってきているだろうと思うし、高齢者の方

がいなくなると空いてしまうことであってもしょうがない、やっぱりこ

の辺で、脱皮して公民館も新しい時代の公民館づくりをしていかないと

公民館の問題もいろいろ問われているわけですけど、その辺中央公民館

長代表で。 

川面中央公民館副館

長 

今日は代理ですので申し訳ございません。ご存知かと思うんですが、 

事業につきましては、各公民館運営委員さんが10名いらっしゃいまし

て、その方々と今年の反省あるいは来年度の事業等を話し合いながら精

査していただいております。事業の内容につきましても新規事業もいく

つか盛り込みまして、事業ごとにすべてその時にアンケートを取らせて

いただきまして課題等を見ながら、他の事業の展開も視野に検討してお

ります。また、その中で防災だとか、少子高齢化の問題、あるいは環境

問題とかあると思うんですが、職員も運営委員さんもそういった意識を

持ちながら、これから少しずつ改善していきたいと思います。 

塩崎委員 例えば、オレオレ詐欺とかそれからマイナス金利にしても、何にして

もそういった事業も公民館で取り上げることによって、やっぱりだいぶ

違うんだと思うんだよね。銀行やコンサルタンティングホームといった

ところがやるといかにもバックガードが見えてますからね。だから公民

館あたりでやるってことは、中立的な立場で人を使うのはいくらでもい



るんだから街の中に。我々だっていくらでも税の事でも何でも教えてあ

げるから。お金がかかることをしなくったってできるんだから。これか

らそういった特徴をもって久喜の社会教育行政がやっぱり先頭に、やっ

ていかなければ、いつまで経っても同じことを行ったり来たりしてるん

じゃ。ソーシャルキャピタルというのがいっぱいいるんだから、そうい

うものをどんどん使って１回やってみたらどうかなと思うんだけどね。 

倉持委員長 じゃ、ご要望ということで。最後に後藤委員。 

後藤委員  すみません、今の塩崎さんの意見の中からですね。防災ということで

平成26年度に中央公民館でありましたよね、防災に関する事業、あれは

とても良かったんです。是非、全公民館で、これから30年以内に70％の

確率で大震災が来るっていうようなことが分かっている中で、是非公民

館でそういう防災の訓練をやっていただけたらありがたいなと思いま

す。特に私は清久というところに住んでいるんですが、小学校の隣に西

公民館があるんですよ。だから、合同でやりたいねということを皆で結

構話しているんですけど、なかなか運営委員さんとのコンタクトが取れ

ていないというか、なかなかそういう事業が入らないというところに何

かしびれを切らせて、出来たら来年度は是非取り入れていただければ。

お願いですけど、すみません。 

倉持委員長  ご要望ということで。 

川面中央公民館長  はい。今、出された意見をですね、館長にも伝えて、あと内部の会議

もございますので、その中で十分検討させていただきたいと思います。 

倉持委員長 

 

それでは、図書館関係につきまして、中央図書館、よろしくお願いい

たします。 

太田中央公民館長 

 

＜平成 28年度の中央図書館事業計画について説明（平成 28年度生涯学

習関係事業計画のＰ23～27）＞ 

倉持委員長 それでは、図書館関係につきまして何かご意見、ご質問等ございました

ら。 

後藤副委員長 よろしいですか。25 ページの 12 番、子どもの図書福袋貸し出しっ

て、ちょっと説明いただいたんですけど、どういう形でやっているんで

すか。 

太田中央公民館長 詳細についてですが、10冊か５冊をセットにいたしまして、司書が選

びまして、それを英字新聞にくるみましてパックにして、良いものが入

ってますと言って貸し出ししている事業です。 

後藤副委員長 年齢とかはどうなっているんですか。 

太田中央公民館長  児童と小学生を対象にしたものです。絵本用と小学生用と２種類用意

しました。びっくり箱ではございませんが、中身がわかりませんので、

中にどういう本が入っているんだろうと、楽しみながらということで。

菖蒲でなぜこれをやっているのかと言いますと、先程、塩崎委員さんか

らもありましたように子どもの読書離れが非常に進んで図書館の利用率

も正確には、貸し出しのカード一枚で何冊も借りられるようになってい

るため、年齢層の境目がちょっと分析できません。ただ、子どもがあま

り来なくなっていることは事実でございますので、それを少しでも防ご

うと。それから、小さいうちから読書環境に慣れ親しんでいただくとい

うことから、そういったものを発想として実施した次第でございます。 



斉藤委員  それに関しまして、貸し出しする期間は、日数はどれくらいですか。

県立図書館は２週間と非常に短いんですよね。図書館の場合は一般的に

10 日とか。 

太田中央公民館長 貸し出しの期間については、２週間と同じでございます、電話１本い

ただいて、予約が入ってなければ更に再延長ということで、４週間貸す

ことができます。そういった形で、絵本とか子どもの本に限っては、そ

れほど予約が集中することはほとんどございませんので、約１か月は貸

し出せるといったところでございます。以上です。 

倉持委員長 それでは、文化財保護課、お願いいたします。 

島田郷土資料館長 ＜平成 28年度の文化財保護課事業計画について説明（平成 28年度生涯
学習関係事業計画のＰ28～29）＞ 

倉持委員長 それでは、文化財保護課関係につきまして何かご意見、ご質問等ござ

いましたら。 

金子委員 昨日、栢間の天王塚古墳を見させていただいたのですが、非常に大

事な久喜市の文化財なので、あちらの手入れ等は今後予定はございます

か。上に公園があったり、いろいろあるんで文化財としては、いまいち

かなと思った次第です。それが１点です。２点目ですが、先月行われま

した「まなびすと久喜」で久喜市のゆかりの人々というブースがありま

して、そこの所で久喜市の12人のパネル展にしたんですが、教育長の肝

煎り等で今、そのパネルが市内の中学校11校を順番に回っております

が、そちらが終わりましたら文化財の関係等で郷土資料館の方において

いただければ幸いです。貴重な資料でございますので。もう１点、先程

公民館の方でもお話ししても良かったんですが、いろんな講座の講師が

ありますが、講師の方で市民大学の卒業生でもそちらに匹敵するような

方も中にはいらっしゃいます。そういう方の活用等、また生涯学習人材

バンクもありますので、その辺でどれくらいの講師を活用されているか

その辺の情報をいただければと思います。以上３点です。 

倉持委員長 先程、遺跡の整理の事と久喜市ゆかりの人々のパネル展示の件と今の

講師の活用と、３点について 

島田郷土資料館長 まずは天王塚古墳ですけども、こちらは県の指定になっているところ

ですけど、今後、県とも調整を図りながら適切に保存を考えていきたい

と考えております。また、その試掘調査の今後の実施については、県の

ほうと調整を図っていきたいと思います。それと資料の関係ですが、そ

れは持ち帰って検討させていただきたいと思います。それから講師の活

用につきまして、郷土資料館の関係ですけど、市民大学などの人材活用

についての検討を考えてまいります。 

金子委員  よろしくお願いします。 

倉持委員長  是非、公民館関係におきましても、市民大学の卒業生とか、いろいろ

力を持っている人が大勢いるようですので、ご活用の程、よろしくお願

いしたいと思います。それでは、議題１につきましては、生涯学習関係

事業計画案についてはこういう形のご説明でよろしいでしょうか。 

それでは、時間もございませんので、議題２の方に入りたいと思いま

す。本日配った資料の中に１枚ものがあると思うんですけども、「活力

あるまちづくりと次世代のリーダーづくりに向けて」ということで、こ

れは前回の社会教育委員会議で議論した時に若干、私どもの方で勝手に

まとめさせていただきました。このまちづくりと次世代のリーダーづく



りに何が必要かということ今、当面、生涯学習、社会教育の拠点である

公民館を先程、塩崎委員も申しておりましたけれども、新しい時代に対

応した事業の組み立てがどうだろうかとお話を伺ったんですけども、社

会教育、どう青少年にアピールするか、あるいは公民館として青少年向

けの事業が可能かということでのテーマで議論させていただきました。

いわゆる、予算も少ない中で知恵を出し合う時代じゃないかと。本日も

後藤委員より防災を、今、非常に東海沖地震、南海トラフを含めてちょ

うど、東日本大震災から５年というなかでの、防災を是非、各公民館で

やれないだろうか。という要望も出ましたけれどもそういう知恵を出し

合う時代じゃないかということが１つありました。そういう中におい

て、若者にアプローチをしてここに３つほど上げております。１つには

成人式実行委員の成人式後のアプローチが可能かどうか。いわゆる５年

後、10年後に 30歳の同窓会とか 30 歳の婚活とか、まちづくりを含めた

そういったものをどこの地域でも始めているところもあります。これは

あくまでもまちづくりの一環ということと、地元へのＵターン意識のき

っかけづくりということで１つあります。２つ目が「まなびすとフォー

ラム」、「まなびすと久喜」に参加した高校生、中学生、そういった人

達がやっぱり市民まつりや人権のつどい等にもボランティアで参加して

おります。一定期的なボランティア参加においてこれからどうなるの

か。それからもう１つは鷲宮で鈴木委員がよく言っておりましたけれど

もボランティア手帳を持っている子ども達、意外とこの間の「まなびす

と久喜」で多かったもんですから、そういう意味でも手帳を持って活用

してる児童生徒への積極的な呼びかけがやっぱり必要ではないか。３つ

目としまして、これは清久地区では実践しておりますけど公民館活動の

中で中学生、高校生がボランティアとして参加をして地域の人達と共に

運動しているところが、すでに清久地区では実施をしております。そう

いう意味で中、高生、大学生への積極的なアプローチ。例えば、放課後

子ども教室ゆうゆうプラザの活動におけるサポーターですね。今、沢山

のサポーターが市内 23 小学校におりますけども、そのサポーターとし

ての活動にボランティアとして参加できないのか。積極的なアプローチ

によって参加をしていったらどうだろうか。この３つが若者にアプロー

チとして当面考えていいんじゃないかと思った次第です、皆さんの議論

を含めまして。もう一つはこれからいろんな形で次世代のリーダーづく

りということで考えると活動への導入プログラムがあまりにも長すぎる

んじゃないかということで、特に地域のニーズを踏まえて新規事業への

チャレンジ。どうしたら若い世代に受け入れられるか。あるいは地域デ

ビューしやすい 60、65 歳、定年後地域デビューしたいがデビュー方法

もわからないという人達を含めまして、デビューしやすい地域づくり。

それと３つ目は今まで活動しているグループに対しまして、新しい人が

入りづらい何か雰囲気が感じられて、10 年、20 年経ったクラブ側の雰

囲気に新しい人が馴染めないというのが、時たま良く聞かれます。それ

が１つ。大きな２つ目としまして、既存のリーダーの活躍する場づくり

です。今、金子委員が申し上げましたように市民大学の卒業生は非常に

研究熱心で、もちろん講習も十分にできる人が沢山いらっしゃいますの

で、こういう市民大学の卒業生が自分達の楽しみからまちづくりへの参

画のプログラムを作ってあげればいいのではないかなと、いうふうに思

いました。どうしても急に市民まつりを手伝ってくださいと言うと強制

的になりやすいところもありましたので、できればこの高齢者大学卒業



生のまちづくりの参画ということで、仲間意識から地元久喜のことを、

地域のことを考えるボランティア活動への参画プログラムが必要なんじ

ゃないかなと思っております。大きな３つ目として、今いくつか先程も

理科大跡地の問題も出ましたけれども地域の拠点づくりをこれから必要

だろうと。公民館が今８館ありますけれども、やっぱり地域の小学校を

拠点としたまちづくりというのがこれからコンパクトシティと言って一

つの地域に一つのところに居れば何とでもなるという形でコンパクトシ

ティ構造が総理府とか全国にされておりますけれども是非小学校を拠点

にしたまちづくりというものを考えていかなくちゃならないんじゃない

か。そのうちの役割の１つが高齢者シニア世代も含めたサポート。いわ

ゆる介護高齢者の集う場所、一人暮らしの受け皿。町部にありまして商

店街のところに一軒家があって一人暮らしの人達は是非このコンパクト

シティのある所に来ていただいて、町は活性化するために他の人達が使

えるようなシステムとかそういう形での地域の拠点づくり、シニア世代

のサポート体制の一つの地域。 

２つ目が子育て支援ということで児童館とか保健センターとか診療所。

子ども達のいろんな悩みを聞いていく、そういうサポーターがいる子育

て支援施設。これは当然高齢者も診療所を使えましす、いろんな形で子

育て支援というものができるというシステムづくり。３つ目としまして

は、生涯学習機能ということで子ども大学、市民大学、高齢者大学、も

ちろん東京理科大学の跡地をこういう形で使ってもらうんですけど、理

科大に出向いて行って、神楽坂ですとか東京に行って勉強するのもいい

し、東京から先生が来てもらってもいいし、いろんな形で生涯学習の拠

点としての機能、そういったものが各地区小学校 23 校がありますの

で、23 校を中心にしたまちづくりを生涯学習、社会教育が臨むところと

しましては、最終目標はこの地域のコミュニティづくりに入ってくるん

じゃないかなと理解したわけです。社会教育委員として私もちょうど４

年経つんですけども、なかなかこういう議論をしてこなかったんです

ね。報告はいろいろ受け取ったんですけども。だけど是非こういう活動

を頭に描いていただいて１つずつでもいいから、せめて種まきをしてい

き、種から木を育てていきたい。そのために社会教育委員として、少し

でもこういう活動を理解していただきたい。自分の地域で公民館に対し

て、あるいはコミュニティセンター対して、あるいは各行政支所に対し

て、自分の地域で行動を起こしていただきたいなと心から思っておりま

す。よく塩崎委員の話で申し訳ないんですけど、自分が講師をやってあ

げるからやりなよ、とか後藤委員も防災を全館でやりなよ、金子委員は

今市民大学の卒業生達が活躍する場がもっともっとあってもいいよねと

かそういう話がよく聞かれるわけです。是非そういう形で、社会教育委

員としても最終的な目標は、地域のコミュニティが崩れかけているとい

うか、無くなっているところもある時代ですので、小学校は防災の拠点

でもあるんです。ところが小学校に行ったことが無いお年寄りも沢山い

らっしゃるんですから、何かあったら小学校に逃げるんですよ。ここは

防災の拠点ですよという意味でも地域コミュニティの拠点としては、小

学校が一番入りやすいんじゃないかということで皆さんとの議論、前回

１回しか行っておりませんでしたけども、私なりにちょっとまとめてし

まったわけなんで今日は何か意見がございましたら短い時間ですけども

いただけたらと思っております。宜しくお願いいたします。 

金子委員  表側の３番のゆうゆうプラザの活動ですけど、23 校ゆうゆうプラザの



活動をしておりまして、ＯＢの中学生、高校生が手伝いに入っていると

ころが結構出てきました。それは普段、彼らが楽しい思いをしたので、

今度は後輩のために活動したりそういう気持ちがあると思うんですけど

やはりスタッフ自身の声かけ等も大事だと思います。この中のメンバー

にもゆうゆうプラザ関係者が結構いらっしゃいますけど。 

倉持委員長 ありがとうございます。本当に久喜独自のゆうゆうプラザはとっても

いいと思うんです。ただ、場所によっては、私はあまりゆうゆうプラザ

に関わってはいないんですけど、うちの女房は菖蒲東小に行っているん

ですけどサポーターで。いろんな話を聞くんですけども 23 校がある程

度今年度の目標を３段までとか４段までとかこういう形で、どこのゆう

ゆうプラザも高いところもあれば、まだ始めたばかりのところもあるの

で、まだ１年の目標がこれくらいという目標設定を定めてゆうゆうプラ

ザの運営委員会で議論していただけると、もっともっと地域間の格差と

いう表現は良くないんですけども、地域間の活動状態が若干変わってく

るんじゃないのかなというふうに思っておりますので、そういう意味で

も目標設定というのも大事な課題なのかなと思っております。でも一番

いい形だと思います。ただ一つ残念なのが、ちょっとわからないですけ

ど学童が無くなるようなことを言ってましたが。 

宮内生涯学習課長  無くなるわけじゃないんです。ゆうゆうプラザの活動する時間に学童

の子どもが一緒に活動するのを目指そうとしているんです。学童の居場

所はしっかり作るんですけど。同じ学校の子どもで地域の人達と一緒に

なって活動する時間は学校の子どもも一緒の活動をというのが文部科学

省が言っている「放課後子ども総合プラン」です。 

布施生涯学習課長補

佐 

 もうすでに久喜市のゆうゆうプラザの場合は、学童の子ども達もゆう

ゆうプラザに参加している子ども達もおりますので、新しく何かをとい

う訳ではありません。福祉部局との連携を図りながら来年度以降進めて

まいります。 

倉持委員長  そういう感じですね。今もそういう形になっていますけれども、僕は

てっきり学童を無くしちゃうのかなって。 

宮内生涯学習課長  多分地域によっては、学童は学童、放課後子ども教室は放課後子ども

教室という、そういう地域はあるんだと思うんですね。連携してとか一

体となってというのを文部科学省では進めようということで動きができ

るということですね。 

後藤副委員長  すみません。ゆうゆうプラザの件で、久喜市は本当に全国に誇れる事

業ですよね。23 校全校が開設できているということは。そのサポーター

の皆さんの本当に努力とその汗の結晶なんですよね。ですから本当にボ

ランティアをなさっている方の自分も成長できると思います。私もちょ

っと関わっておりますのでこれからも続けていきたいと思います。 

鈴木委員  １つ情報なんですけど、今まで桜田小学校に社会教育の部屋といって

空いていた教室があったんですけど、それが今桜田小学校が今度１年生

５クラスになるって、どんどん子どもが増えてしまって、全児童数が

800 人に達してしまうような話です。そうしますと開放していた教室が

結局、あと１年で開放できなくなってしまう状況ですので、残念なニュ

ースであります。 

倉持委員長  折角そういう部屋があったというのは良かったと思って、是非他にも

セーフティネットをしっかり張って、空き教室を地域に開放してほしい

ですね。 



鈴木委員  他にも空けてもらいたいです。 

倉持委員長  空けていただければと思ったんですけども、どうしても子どもの教育

が優先ですから小学校はしょうがないんですけども。 

長島委員 

 

 

 栗橋小学校は、いっぱいいっぱいで部屋が無くて、本当に半年半年の

講座にしたりすごく工夫をしながらやっています。だから、来年少し１

クラスでも減れば、また講座を増やしたいといってもなかなか部屋が無

いので増やせないという現状があります。だけど今の学童と一緒になる

と学童はご父兄の方がお金を払って行ってるんですよね。私達ゆうゆう

プラザはボランティアでやらせてもらっているんですけど、そういう細

かいことはすみません。学童でとっても困っているっていう若いお母さ

んの話もとっても聞いているので元の栗橋地区と元の久喜地区の方の人

達は要するにこの料金のあれも１日でも１か月でも１年間でも同じなん

ですが、栗橋とか鷲宮もそうだと思うんです。合併したところは全く制

度が違って料金体制も全く違うっていうふうなお話を聞いてましてそう

いうことはどこに言ったらいいのかと若いお母さん方に聞かれるんです

けど、やっぱりそういう細かいことなんかここでいう話じゃないのか知

りませんが申し訳ありません。 

倉持委員長  今のご意見は何となくわかるような気がするんですが。お答が行政側

から出ますでしょうか。参考ということでもいいんですけども。 

堤生涯学習係長  先程、委員長からもお話がありましたように「放課後子ども総合プラ

ン」の実施に向けて 28 年度から久喜市の方も段階的に取り組んでいく

ということで、保育課と教育委員会側が連携して進めていくのですが、

実は今月に福祉部局と生涯学習課の方で打合せを予定して、それぞれの

現状を確認しつつ、打合せという形で考えていたんですが、日程の調整

が取れず、年度明けに行うこととなりました。生涯学習課の方では学童

についての細かい部の情報は把握していないのが現状でしてその地域的

な差があるということを知っていない状況なんです。そういったものも

含めて学童の運営する側とゆうゆうプラザの運営側でいろいろな話をし

ながら、一体というのは放課後子ども教室の活動をしつつ、学童の子ど

も達はちゃんと自分達の居場所も作ってということで連携してそれぞれ

が参加できるような、学童の子ども達がゆうゆうプラザに参加できるよ

うな体制を一部の子どもだけではなく、すべての子どもができるような

体制づくりをしていくということで、本当に初期の段階ですのでこれか

ら情報を吸い上げていきながら、先進地自治体の状況を確認していきな

がら進めていく動いております。また、動きがございましたら報告等を

してまいりたいと思っております。 

倉持委員長  今のようなご意見があるっていうことを頭の片隅において打合せを進

めていただきたいと思います。特に無いようでしたら次の議題に入りた

いと思いますが。 

川島委員  ここに最終目標、「地域コミュニティ」ということなんですが、私は

生涯学習推進部で「まなびすとフォーラム」を担当しておりますが、昨

年も今年もこの「市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち」という

のは市政方針の中の一番にあるんですね。コミュニティ豊かなまちとい

うのはですね、昨年、まちづくりフォーラムの方もこれに沿いまして、

「コミュニティ豊かなまち」学校と共に歩むをテーマに実施しました。

今年もですね、先程金子委員からご紹介がありましたように「コミュニ

ティ豊かなまち」まなび・ささえあう地域と学校をテーマにフォーラム



を進めておりますので、是非その成果に関心を持っていただきたいと思

います。 

倉持委員長  久喜は動き出しているところがとっても好きなんですよ。皆さんの力

でこうやって動きだされた時にはもっともっと大きな力となってくるん

じゃないかと思って、次の世代の後継者が今なかなかリーダーをやって

くれる人がどんどん少なくなっているものですから、そういう意味では

積極的に次に後継者を育てるためにいろんな努力をお互いにしていきた

いなというのが希望でございます。 

金子委員  １点だけ情報提供ですが、３番の地域の拠点づくりなんですが、前に

もお話ししたかもしれませんが、久喜市のコミュニティ協議会の方で、

小学校単位にコミュニティ協議会を作ろうというんで今進めておりま

す。鷲宮地区は全部できています。久喜地区は 10 校あって６地区、栗

橋と菖蒲はまだ進んでないんですが２地区でも動きが始まっております

ので、そういった関係で社会教育の方の目標、それとコミュニティ協議

会の連携等、これも大切になってくると思いますし、余裕教室の関係で

今後のことを考えると、今も一教室を開放しているとかやっております

けど、ただ校舎２棟あった時にセキュリティ問題がお金がかかってしま

うんですけどセキュリティを切り替えすれば管理棟じゃない方は開放で

きるとかそういう時代になってくると思いますし、学校の公民館化もこ

れから出てくると思います。 

倉持委員長  それでは議題の３番目の平成 28 年度社会教育団体補助金交付予定額

について、事務局より説明をお願いします。 

堤生涯学習係長  ＜平成 28 年度社会教育団体補助金交付予定額について説明（資料５

平成 28 年度社会教育団体補助金交付予定額）＞ 

倉持委員長  余談ですけど子ども会は連合会、ＰＴＡも連合会ということになって

おりますが、いずれは久喜市婦人会もガールスカウト 49 団、67 団も埼

玉県ガールスカウト久喜連合会みたいな形で、ボーイスカウトもそうで

すが、個別に出す必要があるのかなと思っております。では以上を持ち

まして協議を終了させていただきます。皆さんの活発なご意見をいただ

きましてありがとうございました。 

司会 布施生涯学習

課長補佐 

 倉持委員長、ご協議の進行ありがとうございました。それでは４のそ

の他でございます。 

堤生涯学習係長 平成 28 年度久喜市社会教育委員年間計画（案）につきまして、ご説

明いたします。 

＜平成 28 年度久喜市社会教育委員年間計画（案）について別紙資料を

もとに説明＞ 

後藤副委員長 ＜ 閉会の言葉 ＞ 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためここに署名する。 
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